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( 3 )探求①社会について 単元名:r自在への






















































( 1 )探求②自己について 単元名:r無限への









































































































































































































































































































































































































































































































































した口 1 学期と同様、教員が生徒 20~l を担当す
























































































Meet and Greet!jを行った。本校には年に 2回、










































































































































































































































































































































































































































































































































































































No 月 [:1 主題 É~1..7L 
6H寺1I艮511~i'I浪
。4 18-11 自然体験を通して友情を深める コミキャン コミュニケ均一ションキャンプ
4 14 「産業社会と人rlJJを士nるj オリエンテーション 科目耐
つ '1 12 (士:) 生物育成を通して命と生活を考える 協同体験 住:社菜凶作:り(稀蒔き)
3 4 28 将来のタ:を見つける、米~その cl 分と向き合う 探求①社会について 自在への階悌①イントロ~夜、のカルテ作成
5 12 将来の夢を見つける、未来の自分と向き合う 保求①社会につし、て 自在へのi晴樹;②~クソレープデイスカッション
一 6 5 26 将来の夢を見つける、ネ;*ー のtl分と向き合う 探求①社会について 自在へのI~γ'③職場・胞設YU5 問斑作り--- ~;十回i
足f:守
J~I 7 6 3(土) 将来の夢を見つける、未来の自分と向き合う 探求①社会について 自主とへのi椅悌④アCロブエツ、ンョナルの話を聞く
8 6 9 科目選択を考える 科目選択 科l三j;W(，主任講話/科目選択の諸注意
9 6 16 将来の夢を見つける、 51ミ~ミの自分と「付き合う 探求①社会について I~I 在への|制弟⑤職場・施設訪問Hrmï~アポ Ily.V) 
10 6 23 *，I.I~I :i玄J尺を考える 科目選択 科目選択刊;附 l~t期J反り返り
1 7 Ill(火) 生物育成を通して命と生活を考える 協同体験・保求① 収穫祭準備&自在への|活相職場・随設訪問直前指導
12 7 Il5(土) 生物有成を通じて命と生i舌を考える 協同体験 菜i亙1I収穫祭(保護者と一緒(こ)
夏期休業tjl 実社会の中で「仕事」を体感する 探求①社会について I~I 在への階H\⑤活動
11WJ休業'!l 実社会の中でf仕事Jを体感する 深求①社会について ~I 在への|法相⑦掠り返り作業
9 将来の夢を見つける、未来の自分と[自iき介う 科目mてt}¥ 自在への|惜悌告)鉱-り返り準備・スタディサポー ト
2 9 8 将来の;多tを兇つける、米来の自分と向き合う i1t路学習 [~I 在への階悌⑨で、デイスカッ、ンョン発表会
3 9 15 将来の)}!，Eを見つける、51ミ来の自分と向き合う 自己・人間耳目解 自在への!街悌⑮ポスターセッ、ンョン発表会
4 9 ツ〉 学問iに向き合い、自らの生きる道を考える 探求②自己について 1!\~限への回廊①イントロダクション・筑波大見学紹介
5 9 29 学問iに向き合い、自らの生きるj茸を考える 開求② I~I 己について 無限への凹蹄②:ì1t路liI~f;t.受験科目の調べ方
6 1 0 6 学問jに向き合い、自らの生きるi蓋を考える 弘三求②自己について 無限へのITlliHi③未聞の才能
r二十1. 
持l 7 I 10 13 学問jに向き合い、自らの生きる道を考える 探求②自己について 1!\月 I\E~への回廊④筑波大見学
8 110 20 科目選択を考える 探求②自己について 科目1咋ガイダンス
9 10 27 学flに向き合い、自らの生きるj宣告と考える 探求② I~I 己について 1¥f: I浪への回廊⑤雨対話
10 1 10 科目選択を考える i主"探耳Hfíj!l~ 1¥1 !vIS来校準備(産社・キャリア合間企画)
1 1 21火 学問に向き合い、 r~1 らの生きる道を考える 探求②自己について 特別支援校どの交流会
12 1 24 他者との関わりから、生き方をf考える まとめ・探求③ 2学期i振り返り・ ff~起の海でι:きるために①イントロ
1 I 12 科目選択/他有ー との関わりカ、ら、 I.tき方を考える 科目選択・探求③ 授業時間害1I入力 !縁恥海で生きるために②
2 I 12 6* 他者との関わりから、生き方・を考える 探求③つながりについて 縁起の海で生きるために③「自分をめぐる縁起j作成
:3 1 12 15 他者との関わりから、生き方を考える 探求③つながりlこついて 縁起の海で;~I".きるために④「私の人生論j作成
冬期休業 {血者ーとの関わりから、生き方を考える 探求③つながりiこついて 「私の人生論j宿題
4 12 他者との関わりから、生き方を考える 探求③つながり(こついて r :f:L、の人 ~L Ti前ìJ IIR発表①
5 19 他者とのほlわり治、ら、生き方を考える j当日:1ミ③つながりlこついて 「私の人 ~Iφii(ïûJI.m発表②
法~:
月i6 26 他者ーとの r~Jわりから、生き方を考える 探求③ゥながりについて 旬、の人生論JHI<発表③・取り返り
7 2 2 他者との関わりから、生き方を考える fh:;jミ③つながりlこっし、て 「紅、の人生i命J{I'次発表会
8 2 9 1年間の学習内容を振り返る まとめと発表 研究大会準備&リハーサル
9 2 16 1年間の学習内容を振り返る まとめと発表 研究大会発表会前日準備
10 2 23 i年間!の学習内容を発表する まとめと発表 iUf究大会
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No n !ヨ 主題 [j!)じ
JI寺i現 21寺限
4 21 科目を矢IJる 科目ガイダンス 科目の目棋と内容、 I~-CAIコ受験
2 5 13 リサーチガイダンス① 段業・生活系、工学・人文系の研究の特徴
5 27 リサーチガイダンス② テーマの決め)j、レポー ト・発表のマナー
4 6 2J 個人司1B1i:① テーマを決め、計四を立てる
，・-こf:・ ら 6 10 筑坂で、学ぶ基礎をつくる・ 個人調査② 複数の資料で制ベる
WJ 社会に目を向ける
6 6 17 個人制査③ 複数の資料で制べる
7 6 24 個人制査④ ;陸数の資料で制ベる
8 発表/レポート作成 調べた内容を発表し、討議する
9 7 14 発表/レポート作成 発表時の助言を参考にレポートを完成さぜる
7/20レポート提出
一一ー-10 9 ? スタディ・サポートテスト 一一一一一一一一一
I1 9 16 レポートを読み合う 相互評価を元にレポ トーを推舷し、提出する




14 10 14 文献講読② 資料作り・発表準備
よミ~
WJ 15 10 21 文献Sl/i:読③ 文献講読発表①
16 10 28 文献論説0(lI;Ju/ 文献訊読発表②/カナ夕、リサーチガイダンスカナタ'リー i)ーチ①(21m
17 I1 4 
※1ハoC金.ifI_社)!¥IMS交流準{liI カナダリサーチ② 調査・資料作り
1 ~ヲ I1 1 人IMSMl2et日noGreet! 筑波大東南アジア留学生との交流
19 I1 18 カナダリサーチ③ 分日!f)3Ij発表会
2J J 2 9 ※J 2/8 (金・産社)発表会準備 カナダリサーチ③ 分野混合発表会
22 12 16 
その他、umのJ1!f1:l1にも校外学官m1i1ーの前面加を カサタリサー チ0(JI;N)/
発表ふりカ通えり/活動に関するガイダンスnっている。 l当J:i)F修行r!i':lhx①(21沢)
23 13 iW{i)fほ試 一一一一一一一一一一
24 27 自主{i)F修行政作成② 8ク。ルー プ。lこ分かれ、計|図書ーを作成する。
25 2 3 自主研修行程作成③ 計図書提出、発表会準備
26 2 10 多機なfl~からなるtlHIJの中 で、とずう生き ・ 卒業生と詰る会 一一一一一一一一一一







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 5:30 I AC006 I羽田空港(国際線ターミナル〉 に集合



























313月15日lトロント郊外 l 終日 i 等用筆 1 <<選択アクティピディ&語学研修7。口グ拍》















③CAMP TAWINGO"-'力ナ夕、の自然・文化体験"-' I (教員 ハ'リホテル〕
413月16日! トロント市内 1 10・001 専用牽







513月17日| トロン卜郊外 | 終日








































た生徒もいたようである。最後に IC DJから IAlMS学生との交流」を挙げる。不安と言葉の墜をj越え、他者との交流
ができた。まさに体験から学ぶプログラムであり、多くの生徒がコミュニケーションを取ることの楽しさを感じていた。
(数学科 小津真尚)













































最後に「産社j と IC DJは百IJのコンテンツであるが、進んでいくにつれ、それぞれで、学んだことが生徒の中で融合さ
れているように思う。 2つの学習活動の成i果が相乗効果を生んでおり、今後の自分自身を見つめることやカナダ校外学習
での活動でもいかされると考える。(地位公民科 高知I啓一)
















「産社Jや iC 0 jだけが本校におけるアクテイブ ・ラーニングではないが、この前j者が生徒の能動的学習力を育てて
いるのは確かである。その要凶となっているのが協働ではないだろうか。これらの学習活出jで行われるグループワークは
ま さに協働の体験で‘あ る。同 じ方向を Íl J し、た生徒同士の ItjJ働もあれば、 ~f~なったベクトルを宇!fった者によ る 協働もあり、
i制動を通して生徒たちはこれまでにない力を身に付けている。しかし、このような力は[産社Jや iC Dj以外の科目で
も得られないわけではない。この 「産社:Jや iC DJで必要なもう一つの協働とは教師の協働である。他の科目、他の授
業でもチーム ・ティーチング (TT)は実胞されているが 「産社Jや iC 0 jのように担任問8名で展開される科 目は数
少ない。そのためには毎回の打ち合わせや議論が必要になるのだが、それを通して、また授業を行うことにより担任回が
活性化 していく 。TTにあたり教師1H1Jの協働ができているこ とが、生徒の協働力さらには真の学力の育成につながるので
はないだろうか。また、指導者自身も協働を通して自らの教育力を向上させることになるのである。(農業科 嶋間昌夫)
{資料⑧}事前アンケートと年度末アンケートについて
アンケートは入学者説明会 (平成 29年4月3日、162名)と校外学習出発前の 3月(平成 30年 3月2日、
158名)に実施した。各項目について r4 :そう思うJから r1 :そ う思わなしリ まで4段階で回答させ、
さらに肯定的回答を選択した者には、その力や姿勢が学校生活のどの活動や場面(例:r産業社会と人間Jの
大学見学、部活動など)で特に発揮されたか、あるいは身についたかを複数回答で泣い、た。全 10項目 と結果




③人に言われてではなく、 自分で考えて行動するこ とができ ましたか。
④困難なことがあってもあきらめず、最後までやり遂げようと努力することができましたか。
⑤課題や問題を見つけ、解決ー や改善に向けて行動する ことができま したか。
⑥いろいろなことに興味を持ったり、新しいことへの挑戦を楽しんだりできましたか。
⑦他の人に自分自身の気持ちゃ考えをこ とばで伝える ことができま したか。
③相手の身になって気持ちを理解したり 、助け合って活動したりできましたか。
@メンバーの特徴や状況を考え、よりよいグルーフ。にするために協力する ことができましたか。
⑬グループ。活動を円滑-に行うために、 進んでリー ダーシッブをとる ことができま したか。
[結果]
種目IJ/回答 4 3 2 平均 種別/回答 4 3 2 平均
事前1 62 63 25 10 3.1 事前6 81 60 16 4 3.53 
事後1 54 76 21 6 3.13 事後6 79 52 20 5 3.31 
事前2 56 78 25 3 3.15 事前7 36 59 48 19 2.69 
事後2 95 48 1 3 3.5 事後7 51 59 42 4 3.01 
事前3 10 80 65 7 2.57 事前8 49 92 15 6 3.14 
事後3 33 72 46 5 2.85 事後8 37 80 32 7 2.94 
事前4 39 82 32 9 2.93 事前9 58 84 16 4 3.21 
事後4 46 77 28 6 3.04 事後9 46 66 36 6 2.99 
事前5 23 89 44 6 2.8 事前10 22 51 61 28 2.41 
事後5 33 74 41 5 2.88 事後10 22 44 61 29 2.38 
-30-
